
 
 

 豊橋鉄道グループは、公共交通事業を主体として地域と一体となって

発展する企業グループを目指しております。 

当社はその一員として、法令遵守の下、全社員が「安全が全てに優先

する」との基本理念を認識し、お客様に安全・安心を提供することによ

り、地域から愛され信頼されるタクシー会社を目指してまいります。 
令和７年 4 月 1 日        

豊 鉄 タ ク シ ー 株 式 会 社 

 

 

 

令和７年度運輸安全マネジメントに関する取り組みについて 

 

１．輸送の安全に関する基本的な方針 

（1） 輸送の安全の確保は事業経営の根幹であり、最も重要である 

（2） 輸送の安全に関して、PDCA サイクルを回し、絶えず輸送の安全性向上に努

める 

（3） 輸送の安全に関する情報は、積極的に公表する 

 

２．輸送の安全に関する重点施策 

 （1）安全最優先の意識徹底と関係法令・安全管理規定の遵守 

 （2）安全に関する日常業務での徹底と改善 

 （3）安全指導教育の計画策定と実施 

 （4）安全輸送に関する報告連絡体制の整備と情報の共有 

 

３．令和７年度輸送の安全に関する目標及び令和６年度目標の達成状況 

 令和６年度輸送の安全に関する目標達成状況 

輸送の安全に関する基本理念 



（1） １０万キロ走行あたり有責事故の発生件数を全社で１．３０件以下とする 

１．８２件（未達成） 

（2） 要注意有責事故の発生件数を６件以下とする 

８件（未達成） 

（3） 健康起因事故をゼロとする 

０件（達成） 

 

 令和７年度輸送の安全に関する目標 

（1）１０万キロ走行あたり有責事故の発生件数を全社で１．３０件以下とする 

（2）要注意有責事故の発生件数を６件以下とする 

（3）健康起因事故をゼロとする 

 

４．輸送の安全に関する計画 

 （1）安全に関する会議の開催と参加 

① 管理者会議・班会議を毎月開催 

② 事故苦情審議委員会を毎月開催 

③ コミュニティバス乗務員を対象にしたコミバス会議を開催 

④ 豊鉄グループ事故防止委員会・外部の事故防止セミナーへの参加 

 

 （2）安全に対する意識向上と運転傾向の改善 

① 営業所別１０万キロ走行あたり有責事故抑止目標の設定と営業所間の有責

事故防止策の共有 

② 月間安全重点項目の設定による事故防止意識の啓発 

③ 運行管理者によるドライブレコーダー映像のチェックによる運行の注意点

の確認と運転の悪癖の改善指導 

 

 （3）健康管理体制の強化 



① 対面点呼による健康状態の把握 

② 健康診断の確実な実施と実施後のフォロー、人間ドックの受診奨励 

③ 出勤前アルコールチェックの実施指導 

④ ＳＡＳ自己チェックアンケートの実施及びＳＡＳ精密検査の受診奨励 

 

 （4）高齢者・障がい者への対応の強化 

① ユニバーサルドライバー研修（社内）の実施 

②  ＵＤタクシーを使用しての車椅子利用講習の実施 

③ 高齢者・障がい者体験講習会の実施 

 

(5) 輸送の安全の確保に関する投資 

車両購入他 ２２，８００千円 

５．安全統括管理者に係る情報 

岩原 誠(取締役営業部長) 

 

６．自動車事故報告規則第２条の規定する事故に関する統計 

  令和６年度届出件数  １件 

  

７．事業用自動車の運転者、運行管理者、整備管理者に係る情報 

 ・運転者        １５２名 

 ・選任運行管理者数    １３名 

 ・選任整備管理者数     ５名 

 

８．事業用自動車に係る情報 

 ・普通車     １１９両 

 ・特定大型車     ５両  


